
 

11 月 19 日（土）14：00～17：00 立命館大学朱雀キャンパス 

1F 多目的室 

14：00 第一報告者 二宮周平 立命館大学法学部教授 

テーマ：ドイツの家事事件手続法における心理鑑定の位置づけ 

14：30 第二報告者 Dr. Brigit Kapp 

テーマ：複雑な家族問題のために子どもを中心にした解決を創造する 

15：45 フリーディスカッション 

＝参加 FREE 奮ってご参加ください＝

11 月 20 日（日）14：00～17：00 立命館大学朱雀キャンパス 

1F 多目的室 

講  師：Dr. Brigit Kapp 

司会進行：村本邦子 立命館大学応用人間科学研究科教授 

参加ご希望の方は下記法学アカデミーまでご連絡ください。 

（20 名程でのワークショップを予定しています。先着順とさせていただきます。） 

Dr. Brigit Kapp 
米国でサイバネティック・アプローチを学ぶ。Otto-Friedrich大学（独）で書
いた「薬物依存者の治療動機の判定について」の博士論文は表彰を受けている。

大学で教鞭を取った後、現在は Baden-Württembergにて家族問題専門のサイ
コロジストとして開業。家庭裁判所の依頼を受け心理鑑定士としても活躍して

いる。 

法学アカデミー事務局 
TEL：075-466-3376（平日 9：00～17：30） 
FAX：075-465-8294 
e-mail：hou-aca2@st.ritsumei.ac.jp 

異分野融合研究推進事業採択「異分野融合による方法的革
新を目指した人文・社会科学研究推進事業」及び 
科学研究費基盤研究(A)採択「変貌する家事紛争に対応した
解決モデルの構築」共同研究会 

朱雀キャンパスには駐車場・駐輪場がございません。 
公共交通機関を利用しておこしください。 

参加費無料 

通訳つき 


